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茅　沼　麦　田　の　地　質

茅沼炭の炭質研究，その1
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　　　The　Tertiary　deposits　of　the　Kayanuma　coa1丘eld　consist　of　the　Shakotan・group　which

　of　Miocene－Pliocene　age．　This　group，in　general，is　mainly　cqmposed　of　pyroclastic

sediments．　But　in　tもis　field，t㌔e　Sぬakotan　group　is　composed　mainly　of　mechanical　sedi－

ments　which　inteτcalate　some　pyroclastic　sediments．

　　　The　S五akotan　group　is　divided　illto　the　TamagaΨa　and　the　TomarHormations．
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　　　In　the　early　Tamagawa　age，rllyolite　erupted　e客plosively　and　deposited　a　great　deaI

of　fine　volcanic　ash，as　represented　by　the　Chatsu　green’tuff　membeL

　　　Many　coal　seams　are　intercalated　in　the　Kayanuma　co皐1。bearing　bed．　They　might

be　deposite（i　at　the　shallow　sea　surrounded　by　the　rhyolite　banks・

　　　The　Tomari　formation　were　deposited　on　the　bottom　cf　fairIy　deep　sea　apart　from

the　abov6mentioned　rhyolite　banks　except　in　early　stage．It　is　composed　of　a　thick　a1－

temation　of　sandstone　and　mudstone　intercalating　some　pyroclastic　sediments．

　　　In　the　late　Tomari　age，an　andesite　eruption　have　taken　place，and　deposited　tuff閣

breccia　and　lapilli－tu廷intermingling　sandstone　and　mudstone（Shibu呈alternation）．This

erGption　might　have　been　a　token　of　t！】e　Kuro皿atsunai　volcanic　activity　in　next　age。

要　　旨

　茅沼炭田における炭質変化の状態と石炭の変成作用を

考察するために，昭和27年の秋16日間にわたつて現地

調査を行つた。また昭和26年には，本炭田の爽炭層の

北縁の賦存状態を明らかにするためにとくに北部地域の

地質精査を行い，その際精査区域の周縁を概査した。そ

水燃料　部，

の結果本炭田の地質の概略をつかむことができたので，

炭質に関する報告のまえに，まず地層の記載をしておく

こととする。

　本地域の第三系は古宇亜層群（積丹層群）で北海道南西

部に発蓬する新第三系の一部をなし，玉川・泊の2累層

からなつている。玉川累層は羊として緑色凝灰岩層とそ

の上位におそらく整合に重なる來炭層とからなる。泊累

層は玉川累層を一部不整合関係？で蔽う海成層で，下部
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は礫岩と泥岩からなり上部は火山砕屑岩を伴なう砂岩・

泥岩の互層である。玉川階には流紋岩の火山活動が，泊

階の後期には主として安山岩の火山活動が認められる。

　玉川累層の北限は流紋岩類で境されているが，両者の

関係は従来考えられているような貫入関係であるかどう

か疑わしい。それで爽炭層の北縁の賦存状態と炭質変化

については，流紋岩類の火山活動の時期およびそれに関

蓮する地殻変動と，それが炭層の堆積と炭質に及ぼLた

影響について・充分に検討する余地があると考えらμる・

さらに來炭層の南方への延びの状態は，石炭の燃料比の

漸減とともにしだいに薄くなり途には尖滅す，る。この尖

滅する附近には來炭層の直下に良質のべyトナイト鉱床

があり，また來炭層のなかにも下位ゐベソトナイトと同

質のモyモリロナイトを主体とする粘土鉱物が生成され

ている・これらは炭層の生成環境を明らかにする上の一

っの手掛りとなるであろう。

　炭田の西方に分布する泊累層の下位に，．來炭層（玉川・

累層）がどのような形で，どのような拡りをもつて伏在

しているかということは，この地域の炭質とともに将来

の開発の対象として吟昧されねばならない。

1．緒　，言

1．玉　目　的．

茅沼炭田の開発は遠く徳川時代に遡り，じらい幾変遷

を重ねて，現在はノ月産1万tをこえる出炭額を示してい

る。本炭田の石炭には潰裂強度が80（15mm上指数）

以上のものもあつて，わが国の乏しい製鉄原料炭資源の

うちの1つとして注目されている。しかし粘結炭を産す

るのは炭田の北半部に限られ，同じ炭層が南部地域では

燃料此1以下の亜歴青炭にまで炭質が変化している。こ

の炭質変化の状態は，見掛けのうえでは九州佐世保炭田

のそれと非常によく似ている。佐世保炭田ではこのよう

な炭質変化の原因として熱・動力変成作用を想定すると

幾つかの矛盾があつて，石炭化作用というものはもつと

複雑で微妙なものであろうと考えさせられる03）。

　茅沼炭田は東北裏日本に点々と賦存する台島階の炭田

とほ黛同時代に生成され，炭質や石炭の生成環境等に多

くの共通性をもつている。これらの石炭はわが国の主要

炭田における古第三紀の石炭に比べて，生成時代が新し

いにもかかわらず比較的に炭化度が高いと恥5特徴をも

つている。西田川炭田はその1例で一部の石炭はやはり

強粘結膨脹性を示している。これら諸炭田の炭質変化と

関蓮し七，、茅沼炭田の炭質変化の状態と石炭の生成過程

を考察し，とくに本炭田の北縁の粘結炭の賦存状態を検

討すること，がこの調査の目的である。

　玉．2　調査員および調査期間

調査員　久保恭輔
調査期間

　自昭和27年9月27日，「至同年10月12日。16目間

1．3　調査の精度

」価，ooo地形図と約1／20，000航空写真にもとづく概査。

調査に当つて．種々協力と援助をおしまれなかづた茅

沼鉱業所長神崎昌義氏・岩浪勝治氏・中島利治氏，およ

び貴重な資料を貸与され，いろいろ御教示下さつた住友

鉱業株式会社斎藤林次氏，資源科学研究所鈴木好一氏に

対して深く謝意を表する。

　なお，調査結果の一部は5万分の1「茅沼」図幅9）に

揚載されているが，その地質図の一部を今回修正したの

でとくにお断りしておくQ

　　　　　　2．位置・交通
　　　　シヤコタン
　調査地域は積丹半島基部の西側海岸にある・函館本線

小沢駅から岩内線に乗ると35分で終点岩内駅に養く。、

ここから海岸沿いに北上すること約12kmのところに

茅沼鉱業所がある。岩内駅一茅沼間にはバスの便がある

ほか，沿岸を蓮航する定期船があるが，冬期間は積雪と

風波のため蓮行不能となる。また地形急峻のため東西両

海岸を連絡する道路がなく，わずかに海岸沿い匠半島の

北端を迂回，して本海岸に蓬することができる。

　　　　　　ハツタリ
　採掘炭は山元から発足まで約4kniを架空索道によつ

て搬出され，発足r岩内駅間（約6km）には炭砿専用鉄

道が通つている。

3．地　　形

岩内駅附近の高台から北東方茅沼炭田一帯を遠望する

と，眼下に岩内平野の沖積氾濫原が横たわつている。そ

の先セ4は茅沼炭田の丘陵性の山地があり，さらにその背

後には流紋岩類からなる山嶺が北西一北東に屏立する。

茅沼炭田を構成する第三紀層とこの火山岩類との間に．

は，朋瞭な地形差があらわれていて，水成岩層からでき

ている台地状の丘陵は，調査区域外西方の泊附近の海岸

で急に消滅する。すなわち分水嶺が南折して分れる熊追・

山一天狗山一泊の稜線によつて遮断され，それ以北の地

域は主として火山砕屑岩によつて構成される山岳地帯で

あるQ

4．地　　質

4．1層序　　　　　’

調査地域の南東方区域外の発足村リヤムナイには，川

沿いにごく小規模ながら黒色の粘板岩を主とする古期岩

類が露出している。これは従来いわゆる古生界とされて

いるものであるが，積丹半島を通じてこのような古い地』
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茅沼炭田の地質　（久保恭輔）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　第　1　図　　b　茅

層が露出しているのは，ほかに10万分の1「余別岳」図

幅5）にやはり小範囲に分布していることが知られている

だけである・，これらの基盤岩を広く蔽つているのは新第’

三紀の火山岩類とその砕屑岩層で，主として中新世中期

から鮮新世初期の産物と考えられている。本調査地域の

北部から積丹半島の突端にかけては，その大部分が火山

岩および火山砕屑物からなつており，Lかしこの火山砕

屑物と他の水成岩層とはぎわめて複雑な関係にあつて，

両者の関係はたやすくは解きにくい有様である。このよ

うな状況のなかで，茅沼炭田は独立した1つの堆積盆地

を形成して，はげしい火山活動の影響をうけながらその

中に一連の地層が堆積した。したがつて本地域の層序や

地史を正確に読みとることは，積丹半島ひいては北海道

西南部に亘つて広く分布する新第三系の複雑な地質を究

萌するための1つの重要な拠りどころになるものと信ず

・V。・》　　じV・。V’〉

沼炭田地質断1面図

o

るQ

茅沼炭田の層序を総括すると第1表のよ5になる。地

層の分げ方については，原則的には茅沼図幅9）および百

石浩8）の区分にしたが5ことにした。地層の部層名はで

きるだげ根本忠寛6）の命名したものによるととにし，そ

れらの地層の一部については定義を限定修正した。

　4．1．1　積丹属騨

　積丹層群とは斎藤・上村・大沢9）によつて，5万分の

1「茅沼」図幅中に初めて用いられた層名で，これは同図

幅内の新第三系を総括して命名したものである註1）。

　茅沼地域以外に分布する本層群は，既述したようにそ

註1）　とくに積丹という廣範な地域を指す地名を雇群名として選んだ理

　　由は，積丹孚島全域に亘つて発蓮する新第三系が1つの暦群に統

　　一されると酔う見解に基づくものであろう。このことの是非に0

　　ひては，ここではふれぬ二ととし，少なくとも茅沼炭田を携成す

　　る水成岩履を1つの雇群に求とめておくことには賛成であるので

　　この名藩はそのまま踏襲することにする。
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の大半は火山砕屑物によつて構成されているが，本炭田

ではそQ上部をのぞいては機械的砕屑物を主要構成物と

し，主として海成の地層からなつている。
　　　　　ふるう
　4・1ユ・1古宇亜層群　積丹層群のなかで，とくに掘

株集塊岩層より下位の地層，すなわち泊累層と玉川累層

とは特殊な地史的過程をへていると思われるので，両累

層を古宇亜層群として一括しておく註2）。

　古宇亜層群は北海道の南西部に発達する訓縫層群を中

心とする地層に対比され3），その層厚は約1，500mに

達する・調査地域内では本亜層群はほ黛北北西一南南東

の方向に走つて，南端では岩内平野の第四紀層下に没し

その発蓮状況は今のところ不明である。北の延びについ

ては，石炭を含む下半部の地層は広大な地域を占める流

紋岩体に遮られて，それ以北には分布しない。上半部の

地層は岩相の変化がはげしく，北にいくほど一般に機械

的砕屑物の量を減じ，逆に火山性のものが増しつつその

分布は流紋岩体以北の地域にまで及んでいる。

　4．1，1．2玉川累層註3）玉川中流の流域を模式地とす

　　　　　　　　　　　　　　　　　ふるしを
る。玉川累層と上位の泊累層との境界は古舖礫岩層の下

限である註4）。しかしこあ境は，茶津の沢以東の地域で

ははつきりしなくなる。

　本累層は流紋岩質火成活動によつて特徴づけられる。

いわゆる緑色凝灰岩が本累層の下部に著しく，すなわち

茶津緑色凝灰岩層の下部と大工沢砂岩礫岩層の上部とが

それである。

　4・L1．3　大工沢砂岩礫岩層　調査地域南東端の旧発

足から北上する大工沢の上流を模式地とする。流紋岩類

をおおい，その厚さは100m以下であろう。北に向つて

薄くなり，玉川では流紋岩と上位の茶津緑色擬灰岩層の

緑色凝灰岩とが直接接して，そのなかに流紋岩の主とし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザて卵大の亜円礫～亜角礫が散点するのが認められる。南

の延びでは流紋岩類が直接新期堆積物に被覆され，しか

も露出が非常に悪いので本層の発達状況はよくわからな

いo模式地においでは，礫岩は基底のものを除いては薄

く，全体として砂岩の優勢な不規則な互層である。基底

礫岩の構成礫は各種の流紋看註5）・粉岩質岩・粘板岩等

註2〉　累暦一亜履群一屠欝という地屡匠分あ軍位は，今後の綜合的‘な調

　　査・研究によつて，例えば累雇を暦群に，あるセ・は亜雇群を累暦

　　に改めうる性質のものと考える。
註3）　根本6）。百石8）の玉川雇は同一の地雇葱指してセ・ない。この地暦

　　名をぶ累暦名に．昇格させることにする・

註4）　第1表の齋藤正訳等の暦序表では，泊累暦と茅沼累雇（筆者の玉

　　川累雇）にまたがる礫岩暦があるが，このなかで†位の茅沼累暦

　　の礫岩暦は，明らカ’に古舖礫岩雇を指している。この古舗礫岩雇

　　と不整合関係に．あつて，泊累展の基底を稼す礫岩雇とは，本調査

　　地域には分布せず，茅沼圖幅の東端余市川の西側山地にあつて，
　　流紋岩を不整合に蔽う礫岩居を指している9）。したがつて上下2

　　つの礫岩履の直接不整合関係は，少なくとも茅沼炭田では認めら

　　れ惚い。
註5）　流紋岩礫は茨黒色のものが多く，本暦に接する流紋岩体とは岩相

　　のちがうものが多い。

で直径5Cm内外のものが主であるが，拳大域上のもの

もある。一般に亜角礫ないし亜円礫で，ときには流紋岩

の角礫ばかりからなつていて流紋岩との境がはつきりし

ないこともある。砂岩は一般に緑色を帯びた淡灰色で，

細粒から粗粒のものまであり，なかには明瞭な層理を示

すものがある・上位の茶津緑色擬灰岩層とは漸移関係に

あつて，明瞭な境をひきにくくしだいに粒度が細かくな

つて，色も緑色から淡緑色・白色へと変つてゆく傾向が

ある。

　4．1．1．4茶津緑色凝灰岩層　模式地は茶津の沢上流

である。’本層の厚さは正確に測定できないが，おそらく

300m前後で最も厚いところでも500mを越えること

はないであろう。その消長は下位の大工沢註6）と同じよ

うに北にいくほど薄くなり，玉川南岸の斜面ではほ黛

100m余りとなり，玉川北岸の483．8m三角点の南の

谷では50m以下となる。さらに北方の小沢では全く消

滅して，上位の茅沼來炭層が直接流紋岩類と接する。本

地点から約800m下流で実施した傾斜ボーリング（10号

試錐）では，深度400mで本層が確認されている。

　本層は従来北海道南西部の福山層群に対比され，いわ

ゆる緑色凝灰岩とLて知られているものである。模式地

の茶津の沢では，本層はその下部をのぞいて全体が湧泥

級の粒度の凝灰岩を主≧する地層で，なかに薄い幾枚塑

の珪化帯あるいは珪化団塊を伴ない，純白色ないし淡灰

色から淡緑色ないし青緑色を呈するが，一般には白色勝

ちである。とくに粒度の粗いものが概して緑色を皇する

傾向がある。本層はほとんど無層理の地層であるが，そ

の下部と上部の一部には層理を示すところがある。，

　模式地附近から東方の地域にかけて，本層と上位の爽

炭層とのほ黛境界附近の凝灰岩の一部はベソトナイト化

し，現にべyトォイト鉱床として稼行中である。鉱床が

胚胎しているのは大体本層り最上部に相当してはいるが

その良鉱部は必ずしも1っの層準を示すものではなく，

不規則に胚胎し，茶津の沢では炭層の上位からもベント

ナイトを産する。

　本層から化石はまだみつかつていない。

　4・1・1・5茅沼爽炭層　模式地を新たに玉川の茅沼鉱

業所2坑坑口の北のずり山の沢に指定する。本層は玉川

を切つてほ黛南北の方向に発達し1層厚は最大200m

であるが北方ほど薄化しており，下位の茶津層とよく似

た傾向を示している。

　炭層群の層間間隔の変化の状態を第2図に示したが，

そのうち北端の來炭層の最も薄いところで層厚は約20

mで，炭層は3枚あり，炭層自身も薄く貧化してい

註6）　以後記載ずみの部層の岩相名は省略する。
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る註7）o

　茶津の沢では本層と下位の茶津層との関係は，岩相の

上からはしだいに移り変つている。ここでは炭層は2～

3枚確認される。さらに茶津の沢の東側の地域では，本

層と上位の地層との間にも岩相上の大きな差異が無くな

つてくる。そしてこの地域には炭層も認められない。

　本層は凝灰質の砂岩・泥岩および凝灰岩の互層で，わ

ずかながら緑色凝灰岩を挾んでいる。このなかに厚薄合

せて10枚余りの炭層がある。岩相の変化がはげしく，

稼行区域内の炭層の対比すら困難な状態である。模式地

のずり山の沢でみられるように，風化すると全層に亘り

灰色ないし灰白色を呈する。本層の基底率よびほ黛中部

には特徴のある火山礫軽石凝灰岩が幾枚かあつて，その

うち基底のものは厚さ10m以上に達することもあり，

鍵層として有効である。しかしとの火山礫凝灰岩は2坑

一茶津の沢地域には認められない。本岩は径1cm内外

の白色ないし淡緑色の軽石を主とし，灰白色ないし暗灰

色の流紋岩の角礫ないし亜角礫を伴ない，その間を充填

する基質物は灰色で，石英粒を多量に伴なつている。こ

め凝灰岩の軽石が時に緑色を呈することがあるが，ごく

局部的なものである。

　炭層の上下盤のなかで，白色細粒凝灰岩ないし擬灰質

泥岩は一般に粘土化作用を受け1その主成分はモンモリ

貢ナイトを主体とする粘土鉱物で，一部エソデライト系

のものを伴なつている1ユ）12）。2坑区域の坑内では，炭層

の上下盤が大なり小なリベントナイ・ト化していうQこれ

は既述した本層の下位のベントナイトと同質で，その母

駐7）第2図には稼行歴域以南の炭雇の発達状態をしるしていないが，

　　それは衣炭暦とその上下の地雇との境界が北部地域で認められる

　　ように明瞭ではなく，炭暦の賦存脈態も北部のように明らカ’にさ

　　れていないカ’らである9

材もおそらく同質の流紋岩質凝灰岩であろ％これらの

ベントナイト質岩は2坑区域以南の地域にのみ分布し，

北方の3水平坑区域には認められない。いいかえれば，

3水平坑区域では2坑区域のように炭層の上下盤が坑内

水によつて膨潤しない。このことは＄水平坑区域が粘土

化作用を受けていないとい5のではなく，特に3水平坑

区域の粘土鉱物が，2次的に生じた珪酸によつて膠結さ

れたために，モソモリロナイトがもつ特性である1水に対F

する著しい膨潤性を示さないものと考えられる。P

　炭層は既述したように10枚以上あるが，このうち稼

行されているのは5～6層である。しかも炭層め膨縮や

飾りの変化がはなはだしいので，各坑ごとに炭層の山丈

が1m以上ある発達良好な部分を選択採炭している状

態である。

　本層からは次のような植物化石が記載されてし｝る7）8）。

　　Co吻1財o多zゆh夕Zlz6盟z　ηαz6％zα％％言NATHORST？

　　五勿痂伽励θプ∫o擁osα郷HANCE？

　　勲9祝s　sp．

　4。L1．6泊累層註8）模式地どしてモエル川の流域を

　指定する。

　本累層の上限は一応渋井互層までとする註9）。

　本累層は海成層で小沢互層は流紋岩質凝灰岩を伴な

い，渋井互層は安山岩質火山活動によつて特徴づけられ

るo

　本累層からは古舖礫岩層を除く各層準に諏即吻3

6h加雁を産する。ほ罠中部にはCッoZ㈱吻郷sp．帯が

2帯あり・古舖礫貴層からはP8・伽（Chl燗s～）sp．

が出る。

註8）本累雇は茅沼図幅におて新たに命名されたものである。

註O）澁井互暦を被覆する掘株集塊岩雇は，茅沼図幅の集塊岩思および

　　古李川：累雇の一部とともに別個に扱いたいo
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　小沢・渋井両互層は砂岩、・泥岩・凝灰岩の不規則な互

層で，岩相の上からは1っの層陛まとめてもよい性質ρ

ものである。

　本累層は八雲海侵の所産であろう。

　4．1．1．7古舖礫岩層　模式地は玉川のrL流古舗附近

とするが，模式的に発達するのは小沢以北の地域であ

る。本層は流紋岩の岩体をとりまいて広く分布し，層厚

は最大250m内外であるが非常に変化する。南の延び

では王川の南側斜面で尖滅する。本層と下位の茅沼層と

は，一部は平行不整合関係で相接するようであるが7），

両者の間には大きな時間的間隙，はないように思われる。

　本層を構成する礫は，小浪以北の地域では主として径

10・》20cmの流紋岩の亜円礫ないし亜角礫で他の礫を含

まず，充旗物もほとんど流紋岩の砕屑物からなり，いわ

ゆる単源礫岩であつて，≧ころによつては下位の流紋岩

体との境界がほつきりし，ない。しかし小沢以南の地域で

は礫は充分に円磨・淘汰作用をうけて大きさもしだいに

，J、さくなつている。玉川北岸（古舗附近）では卵大の円礫

’を主とし，流紋岩のほかに粘板岩その他の古期岩類をも

含むようになるとともに，しだいにその厚さも減つてく

る．玉川を上脚確ると，轍岩体髄ぎてその北側に

も礫岩層が分布している。そこそは流絞岩の礫のほかに

石英閃緑岩の大小さまざまの亜角礫をかなり多量に含ん

で・いる。

　古舗附近の本層中には，月長石流紋岩の礫の存在する

ことが報告されている4）。

　本層からは小沢の上流で，ごく基底に近いところに

P召o蜘sp．？、がいわゆる『掃きだめ』となりて多牽する

が，保存はあまりよくない。

　本層が主として流紋岩質単源礫岩からなるという特徴

力㍉徒来炭田の北方に存在する流紋岩の噴出時期を本層

が堆積した直前であるとする考え方の1つの根拠になつ

ていたようである。

　4．1．1．8前小川泥岩層註10）』新たに前小川の上流を

模式地に選定する。層厚は前小川で最も厚く200m以

上あり，南寄りの小沢の西の沢で約190m，小沢では

100m位であろう。さらに南方にいくにレたがつて泥

岩そのものは薄くなるらしく，茶津の沢以東では本層を

確認することができない。本層が古舖層と接している以

外の地域では，上下の地層とは漸移している。

　本層は主として游泥岩からなり，モエル川・前小川附

近では一般に無層理で暗灰色を皇する。これに反して小

決から茶津の沢にかげて分布するものは，概して淡灰色

註10）玉川螺雇名にと賄瞭ので，百石浩8）の玉川励前小川泥岩

　　　暦と改名する。茅沼図幅で下部砂岩頁岩贋として地質図に表わさ

　　　れているものは，その藻、本暦に相當する。

のものが多く，一般に珪化されて前者より硬質で，や瓦

明瞭な層理を示すものがある。全般を通じて薄い砂岩や

白色細粒凝灰岩を挾むことがある。　　　霞

　本層からはCyo如翅吻郷sp．，Sθ即醜s6h吻吻を産

し，両者は共存する。Cy伽彫煽郷は南から茶津の沢・

渋井の沢および小沢の各沢から発見され，それ塚北の前

小川・モエル川附近にはSσ即プ漉sのみを産するQ渋井

の沢ではCッ01㈱卿郷を産する層準が2帯あるらしく

その1つは本層の小沢互層である。

　モエル川以北の本層の賦存状態を充分明らかにでぎな

かつたが，モエル川の支流大川滝の上流における転石か

　ら判断して，本層はこ；までは延びているであろう。

　『4．1．1．9小沢互層　模式地として改めて小沢を指定

する。層厚は小沸で最も厚く約250mはあると思われ1

るが，地層がかなり擾乱しているので正確な厚さはわか

・らない。その厚さは小沢の西の沢で160m，モエル川で

は50m以下に薄化している。玉川場南では，上位の渋

井互層とともに掘株集塊岩層匠被覆されているため全層

・厚はわからないが，茶津の沢では多少厚さを減じている

　らしい。

　下位の前小川層とは漸移関係にあるが，大工沢附近で

は茶津層の上位の地層は，全般を通じて緑色凝灰岩を伴

なう砂岩・泥岩の互層で，やX泥質である点を除いては，

本層と岩相はきわめて類似し，ここでは他の地域のよう

な地層の細分は今のところできない。また上位の渋井互

層との間にも岩相に著しい差は認められない。一般に灰

色ないし淡灰色，あるいは帯緑灰色を呈する凝灰質の砂

岩・泥岩の互層で，なかに白色ないし淡緑灰色ρ粗粒～

細粒の硬質（珪質）凝灰岩や流紋岩の角礫を伴なう淡緑色

凝灰質岩を挾んでいる。とくに小沢域南渋井の沢にかけ

ては，本層の上半部に相当する層準に緑色軽石凝灰岩が

かなり厚く発達し，渋井の沢では凝灰岩（洗紋岩質）自

身が珪化されて硬く、なり，崖を形成している。

　本層の泥質部からはSα80グ漉s6h吻擁を産するが，

前小川層ほど多量には出ない6渋井の沢では本層の上限

に近い白色凝灰質泥岩中にCッ6Z佛伽加sp．を産するQ

　4．1．L10渋井互層　従来の渋井層を次のよう年再定

義する。模式地は前小川の東岸で，モエル川との分岐点

から上流の地域とする。下位の小沢層との境界は模式地

の河岸の崖で観察され為ように，暗灰色ないし暗黒色の

安山岩質凝灰岩（あるいは凝灰質砂岩）や，丸山の東の沢

でみられるような輝石安山岩質角礫凝灰岩の出始めのと

　ころをもつてする。　　　　一　　　　・　　一1

　層厚は調査地域内では100m以下である。モエル川

以北では厚い輝石・安山岩の岩床（あるいは熔岩？）が入

註11）本雇は茅沼図幅の環岩暦と全く同じものであるo
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つてくる。

　本層を特徴づける暗色の安山岩質凝灰岩は，模式地で

は顕著な王葱状構造をもち，単独で20m以上に及ぶが

他の地域では砂岩や泥岩とともに互層をなす。ヒの安山

岩質凝灰岩のなかのあるものは，粗粒玄武岩と岩相が非

常によく似て鑑定をあやまる危険がある。このよ5な岩

相の特徴も小沢以南の地域では認められなくなつて，渋

井・茶津の沢でみられるような概して淡白色を呈する凝

「灰質の粗霧な泥岩・砂岩の互層となり，岩相の上では下

位の地層との境をひきにくい・小沢ではほ父本層の基底

に相当する層準に，厚さ1m以下の礫岩を数枚鋏んで

いる。一この礫岩は流紋岩のほかに安山岩の礫を混え，卵

大の円礫を主とする。

　Sα即痂θsはわずかながら各層準から出る。

　茅沼図幅に指摘されているように，本層を特徴づける

安山岩質の火山活動は，次期（掘株期）の火山活動の先駆

をなすものかも知れない。

　4．1．1．11　熊追山互層註12）．本層は玉川の上流の本調

査地域の北端からさらに北方に向ρて発達する地層で，

北西へ分岐する玉川の支流の旧玉川鉱山の上流から標高

824．4mの三角点につらなる沢を模式地註13）とする。本

層の厚さを茅沼地層の前小川層以上の泊累層の厚さと比

較すると半分以下である。

　今回の調査では本層の一部を観察しただけなので，簡

単に，述！§ることにする。

　下部層，古舖層をおそらく整合に蔽い，主として灰緑

色の安山岩質凝灰岩からなる。．粟粒大の軽石を伴なうこ

とが多く，風化面では暗緑色や暗灰色を呈し，他め地域

の緑色凝灰岩とは岩相を異にする。モ・rル川の上流の北

方区域外（熊追山の南麓）には，古舖層の上位に変朽安山

岩が分布するが，その産状や本層との関係を明らかにす

ることカミでき’なカ・つたQ

、上部麿　下部層の上に整合にのる地層で，灰色ないし

灰黄色で，板状に剥離する細粒砂岩や淡灰色ないし白色

の灘泥岩・凝灰岩等の細互層である。本層の露出する山

肌が白いため，遠望して丁部層と識別できる。本層中に

は直径1’｝2cm，長さ10cm内外の砂管が認められるQ

　4．1．1．12掘株集塊岩層註14）　模式地を新たに泊村掘

株の海岸とする。掘株から北方の海岸沿いによく露出

し，海崖を形成して波蝕による奇景を呈している。余別

註12）本膠は茅沼図幅の古李川果雇の緑色凝茨岩および砂岩頁岩互履

　　（第1表）に相當すうものであるが，本雇は筆者等が定義した泊

　　果暦のなガの古舗雇の上位に整合にのる一蓮の地膠である。し牝

　　がつて漢だ本雇と前小川・小灘・澁井の各暦と掘株集塊岩暦との関

　　係は明らカ’にはされていないが，本雇は一懸泊累暦の部雇として

　　おく。
註13）本暦の地雇名は齢ではないので・模式地とともに他に灘な個

　　所があれば，これを饗更すること忙する。

謙4）百石浩の泊集塊岩履8）を改名し焼のである。

丘図幅5）の神恵内層に続き’，茅沼図幅9）の古平川累層の

集塊岩層に対比される。

　本層は集塊岩のほか火山礫岩・凝灰岩・砂岩を伴なつ

ている・集塊岩や火山礫岩を構成する礫は両輝石安山岩

と角閃石輝石安山岩であるが，前者が圧倒的に多い。

　小沢以上では本層と下位の泊累層との関係は，既述し

たように泊累層の上部に安山岩質火山礫凝灰岩を挾むよ

うになつて，両者の関係は一見整合に移り変るように思

われるが，茶津の沢以南では泊累層を若干切つているか

も知れない。

　4．2火山岩類
　岩内平野の北側周縁部からほ黛北西一南東の方向を1も

つて，延長30kmに亘つて分布する流紋岩と石英閃緑

岩とからなつている大きな岩体がある。このうち玉川以

』西に分布する流絞岩は暗灰色ないし灰白色を呈し，しば

しば流状構造を示す。多くは斑状構造をもち，石基は潜

晶質である。斑晶は石英および曹微斜長石からなり，一

般に有色鉱物が少ない。玉川沿いの流絞岩には月長石が

認められる。モエル川の上流で襖形に北に突出している

部分の流紋岩は非顕晶質で，特に黄鉄鉱の微晶を多く伴

なつているo流紋岩の噴出時期は後に述べ為理由から，

古宇亜層群の中でも羊として玉川累層の茶津層の堆積中

および堆積前と考えたい。聖また石英閃緑岩と流紋岩との

関係は，斎藤等9）によれば前者が後者を貫いて・それに

熱変質を与えているという。古舖層中には既述レたよう

に，石英閃緑岩が礫として含まれているので，その貫入

時期は少なくとも古舖層堆積前といえる。

’
輝
石安山岩および玄武岩（あるいは玄武岩質安山岩）な

どの大半は，一見岩床状に地層面に沿つて介在している

が，熔岩流である疑V・もあるoその厚さは5～30mで，

・なかでも古舖層と前小川層の層間に介在するものは，厚

さ15m前後であるが1，500m以上も続いている。こ

れらの火山岩の噴出時期は，大体泊累層堆積後あ為いは

その堆i積末期であろう。

　ほかに大工沢から南西の方陶に，ほ父茶津の沢に平行

して走る角閃石葺山岩の岩脈がある。これは掘株集擁岩

層をもおそらく貫いていて，その厚さは50m以上ある

らしい。’

　茅沼鉱業所の坑内には，2坑区域や3水平坑区域に輝

石安山岩の岩脈と岩床とが数ヵ所で認められるが，あ豪

り規模の大きいものではないo

　4．3構造
　北西一南東の方向に分布する流紋岩体を中心として1

つの背斜構造が認められる。’この構造にはある程度の初

成傾斜が加わつているであろう。炭田の東部g流紋岩類
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第3図　茅沼炭田の模式断面図

が南方に向つて突き’出している部分にも，これをとりか

こむ地層に半ドーム構造があるが，これにも堆積時の基

盤の形成や蓮動が反映しているものと考えられる。全般、

的には南西に傾斜する単斜構造であるが，局部的な榴曲、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舜構造は諸処に認められる。

　坑内では地層の走向にほ黛直行して，：NW～SE方向

に並走する多くの断層がある。これらの断層の落差は大，

体50m以下で正断層が多い10）。これらの断層のうちで・

とくにずれの大ぎいものは，2坑区域の南限をほ黛E－

Wの方嘩に走る正断層で，正確なずれの量は判らな噂

が少なくとも100m以上の落差をもち，採炭上の障害

となつている。茅沼炭田の東縁をほどんど直線状に南流

する発足川は，航空写真から判断して，かなり大きな構

，造線を意昧するものかも知れない。

　4．4　茅沼爽炭層と流紋岩類との関係

　小沢における來炭層と流紋岩との関係は，次に述べ番

諸点から推察して，貫入関係ではないと考える。

　1）王川累層の基底に礫岩層（大工沢層）がある。

　2）茶津層と茅沼層はともに北方ほどその層厚が薄ぞ

なつている（第3図）戸。

　3）　小沢上流の來炭層の賦存状態は第4図のようで浄

お。流紋岩と爽炭層の接触部は観察できなかつた魁貫囑

入関係は認められない。また流紋岩に接する爽炭層の炭㌻

層の下位の泥岩（流紋岩体かう5m内外踵たつた地点の」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おもの）を鏡検した結果は，流紋岩の熱変質を受けた形跡

はない。

　4）北方ほど炭化度が高いという炭質変化が，流紋岩

の接触熱変質によるものとすれば，これは炭化度の最も

低い茶津の沢にも，全く同質の流紋岩が存在するという

矛盾をもつている。また岩内平野の北縁の発足村リヤム

ナイ（区域外）にも，茅沼爽炭層に相当する石炭を伴なう

地層が分布し，その周囲は流紋岩で囲まれているが，・炭，

質はE級の亜歴青炭である。　　　　　　　’・

　このよ5な考察から流紋岩の活動時期は，主として玉

川累層の堆積期および堆積前であろう。この推定が許さ

れるならば，小沢上流にみられる爽炭層と炭層の薄化・

消滅現象は，茶津層とともに玉川累層の周縁相を示すも

のということができる。

　玉川累層の堆積盆地がどのような拡がりをもつていた

かということは，泊累層下に伏松する炭層の賦存状態を

知る上に重要であるが，今のところそれを予測すること

はできないαしかし盆地の北縁は既述した各層の関係か

ら，基盤の形態・渾動によつてかなりの制約をうけてい一

る宅あろう。この区域は茅沼炭田め将来の開発の対象と

して炭層の賦存状態を知つておく必要があ為ので，次の

地点に試錐を行うことが望ましい。、

　1）小沢の上流の10号試錐位置か餐西に向う枝沢。．、

　2）1）の地点から真西の線上にある，小沢の西の沢

（丸山の東の沢）の地点。

5．』結　　語

　1）、掘株集塊岩層の下位の地層は一括して古宇亜層群

とする。　　　　　　　　　　　　　嚇、

　2）流紋岩は玉川累層の堆積時すでに活動を開始して

いた。

　3）小沢における茅沼爽炭層とそれに直接接する流紋

岩とは貫入関係ではないと考える。

　4）小沢以西の地域の炭層の賦存病態を試錐によつて

調査すべきである。

　5）岩内平野の下の第三系を探るごとは興昧ある問題

である。

　6）　いわゆる“緑色凝灰岩”は大きくみて2～3・層

準にあると考えることがでぎ，これらは海成層であろ
う。

、28一（324）
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